
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２００９年７月１９日             NO,１８１ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
東
京
都
議
選
か
ら
衆
議
院
の
解
散
・
総
選
挙
に
か
け
て
の
あ
わ
た
だ
し
い
政
局
の
な

か
、
日
本
共
産
党
は
先
週
、
一
九
二
二
年
七
月
十
五
日
の
創
立
か
ら
八
七
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
侵
略
戦
争
に
反
対
し
、
経
済
不
況
な
ど
国
民
を
苦
し
め
る
問
題
を
取
り
除
く
と
と

も
に
、「
国
民
が
主
人
公
」
の
希
望
あ
る
社
会
へ
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
を
始
め
、
い

ら
い
八
七
年
、
多
く
の
先
輩
た
ち
の
苦
闘
と
開
拓
に
支
え
ら
れ
、
未
来
を
見
つ
め
、
活
動
を
つ
づ
け
て

き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。 

 

日
本
の
政
治
は
今
、
長
年
の
自
民
党
政
治
が
い
よ
い
よ
つ
づ
け
ら
れ
な
く
な
り
、
国
民
が
新
し
い
政 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

治
を
探
究
す
る
時
代
が
、
一
段
と
進
行
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
選
挙
で
日
本
共
産
党
が
前
進
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
流
れ
を
さ
ら
に
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
総
選
挙
で
の
日
本
共
産
党
の
躍

進
に
、
み
な
さ
ん
の
大
き
な
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 今は発電所の工事で埋まってしまいま 
したが、利南小学校の裏山の岩の中腹に 
大きな横穴があり、「おぜの穴」とよば 
れ、明治の末ごろ穴に上ってみたら、白 
骨がたくさんあったといわれています。 
 むかし安倍氏に敗れた尾瀬の一族が、 
この穴に隠れていたといわれています。 
 この絶壁には、大同二年（８０７）に 
創建されたと伝えられている「岩井堂観 
音堂」がありましたが、大正５年（１９ 
１６）に、二宮神社ができたことにより、観音様は、孝養寺に安

置されています。 
            上久屋神社には、県内に５基あるとい

われているうちの一つ、「足踏み道祖神」

があります。 
            この道祖神は、男神が寄り添う女神の

足を踏みつけていますが、なぜこんな姿

をしているのかは定かではありません

が、男神が女神への求愛を示し、夫婦和

合や縁結び、安産を意味しているのでは

ないかという説がありますが、江戸文化

の影響を受けたものなのでしょうか。 
 

 国の補正予算の成立を受け、沼田市でも臨時市議会が１７日に開か

れ、約１４億２千万円を追加する補正予算が提案されました。 
 今回の補正予算では、白沢小学校の体育館と利根東小学校の体育

館、多那中学校校舎の耐震補強工事を前倒しして実施することや、グ

リーンベル２１を使ったイベント開催の会場使用料、小中学校など公

共施設のテレビの買い換え（地デジ対応のテレビ）、低公害車の購入

などが含まれていました。 
 当初予算では、多那小学校の校舎の耐震補強工事が計画されていま

したが、今回３つの建物が

追加されました。 
                    しかしまだ、沼田小学校

の体育館や川田小学校校

舎など耐震補強工事が必

要な建物が、１３残されて

いるうえに、今後の診断に

よっては増える可能性も

あり、耐震補強工事が早急

におこなえるよう、計画を

立てる必要があります。 

 麻生首相は１３日に、２１日に衆議院を解散し、８

月３０日投票で総選挙をおこなうことを表明すると

いう、「麻生おろし」の前に解散、総選挙の予告をお

こなうというこそくな手段に打って出ました。 
 「派遣切り」やリストラなど雇用破壊や社会保障の

切り捨て、地域経済の崩壊を招

くなど、自民・公明党政治に多

くの国民が憤っています。 
           今の政治を変えるため日本

共産党は、全力を尽くします。

ご支援をお願いいたします。 

 白沢公民館で、群馬県立土屋文明記念文学館巡回展

として、「桃太郎はどこへ行く」が開かれています。 
 江戸時代から現代まで、桃

太郎がどのように描かれて

きたのかを知ることができ、

全長２０メートルの江戸時

代の絵巻物（複写）も展示さ

れています。 

 

 

 

 

 

 


